
●Profile of Guest Scientist
統合国際深海掘削計画 国際計画管理法人（IODP-MI）札幌オフィス サイエンス

コーディネーター。琉球大学大学院海洋学専攻修士課程修了後、東京大学海洋

研究所にて博士課程修了。理学博士（専門：古海洋学）。高知大学海洋コア研究

センター助手、IODPの前身である暫定科学アドバイス組織（iSAS）のサイエンス

コーディネ ーターを経て、IODP開始と同時に現職。世界中の研究者から上がっ

てきた科学計画の審査 ・策定・管理を行っている。

地球の構造やなぞを解明するために作られた地球深部探査船「ちきゅう」。水深2,500

メートルの深海域で、地底下7,000メートルまで掘削する、世界最高の能力を備えてい

ます。「ちきゅう」は、日本・米国・欧州の主導する国際研究プロジェクトIODP（統合国際

深海掘削計画）の主力となる調査船で、日本が建造し運用しています。「ちきゅう」の挑

戦は、いよいよ今年の秋から紀伊半島熊野灘沖の“南海トラフ”と呼ばれる世界有数

の巨大地震の発生が予想される場所で掘削が始まります。

今回のサイエンス・カフェでは、「ちきゅう」の全貌、南海トラフ、そして今まで誰も知らな

かった「地球」の姿についてIODP国際計画管理法人（IODP-MI）サイエンスコーディネ

ーターの江口暢久さんにお話して頂きます。

参加のお申し込みは、 e-mail またはHPからどうぞ。
E-mail cafe@cshe.nagoya-u.ac.jp
http://www.info.human.nagoya-u.ac.jp/lab/phil/cafe/　
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